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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　逆浸透膜によって海水より塩分濃度の低い淡水を得るための淡水化処理装置であって、
　海の海水と河川の淡水とが混じる汽水域もしくは汽水湖に設置され汽水を取水する取水
手段と、取水された汽水を昇圧するための昇圧手段と、該取水手段の設置される場所の汽
水の塩分の濃度を計測する塩分濃度計測手段と、逆浸透膜を有し該昇圧手段が昇圧した汽
水を淡水化させる逆浸透膜式淡水化手段と、を備え、
　前記塩分濃度計測手段が計測した汽水の塩分濃度が予め定められた所定の値より低い場
合に、前記昇圧手段により前記逆浸透膜式淡水化手段に汽水を送り込むように制御される
ことを特徴とする汽水淡水化処理装置。
【請求項２】
　前記塩分濃度計測手段が、前記取水手段の設置される場所の汽水の電気伝導率を計測す
る電気伝導率計測手段と、該電気伝導率計測手段により計測された電気伝導率と予め定め
られた所定温度における所定電気伝導率とを比較する判断手段と、を備え、
　該電気伝導率計測手段の示す電気伝導率が該所定電気伝導率より低い場合に前記昇圧手
段より前記逆浸透膜式淡水化手段に汽水を送り込む信号を送出するよう制御されることを
特徴とする請求項１に記載の汽水淡水化処理装置。
【請求項３】
　前記取水手段が、移動可能に構成されていることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の汽水淡水化処理装置。
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【請求項４】
　前記取水手段の後段に、取水した汽水を貯留するための汽水貯留手段が備えられている
ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか記載の汽水淡水化処理装置。
【請求項５】
　前記逆浸透膜式淡水化手段の後段に、淡水となった水を貯留するための淡水貯留手段が
備えられていることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか記載の汽水淡水化処理
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、海水・汽水などの塩分濃度の高い水より、塩分を除去し淡水化するための装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　海水・汽水などは塩分の濃度が高く、飲料用では不適であり、工業用であっても好適と
は言いにくい。
【０００３】
　ところが、島諸、臨海地域及び河川の汽水域付近などでは、淡水を浄水として種々の用
途に付すことが必ずしも経済的とはいえず、海水を淡水化した上で各用途に付する方がむ
しろ経済的である場合もある。
【０００４】
　海水を淡水化する装置には、主要なもので、第一に海水を蒸留することで淡水にする多
段フラッシュ方式と、第二に圧力をかけた海水を逆浸透膜を通し強制的に水分子を濾過す
ることで塩分を含まない淡水にする逆浸透膜方式と、の二つの方式が存する。
【０００５】
　かかる第一の多段フラッシュ方式は、熱効率が大変悪く、多量のエネルギー量を要して
しまうという問題が存するものであった。
【０００６】
　また、第二の逆浸透膜方式は、前述の多段フラッシュ方式と比較すると同量の淡水を得
るためのエネルギー量は少ないものの、海水の塩分濃度が高いほどに脱塩率は高くなるが
高圧力を要する逆浸透膜を通過させる必要があるという問題があり、さらに海水の倍近く
にまで塩分濃度が上昇した排水が排出されることとなるため、生態系への影響が懸念され
るといった問題も存していた。
【０００７】
　上述の逆浸透膜方式の問題解決を試みる技術提案としては、特許文献１及び特許文献２
にかかる技術提案がそれぞれ公知である。
【０００８】
　すなわち、特許文献１の技術提案によれば、膜分離された下水系濃縮水（淡水）と海水
とを混合して該海水の塩分濃度を低くした上で膜分離し、淡水を得るため、単に海水を膜
分離した場合に比べてポンプなどの昇圧手段のエネルギー量を削減することが可能という
ものである。
【０００９】
　また、特許文献２の技術提案によれば、下水処理場から排出される処理水（淡水）と海
水淡水化装置の逆浸透膜から排出される塩分濃度が高い濃縮水とを混合して該濃縮水の塩
分濃度を下げた上で海域に放流するため、生態系への影響を低減することが可能というも
のである。
【００１０】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２にかかる技術提案では、前記下水系濃縮水と
海水とを混合し、あるいは、前記濃縮水と下水の処理水（淡水）とを混合して、該海水も
しくは該濃縮水の塩分濃度を下げることを要するため、近隣に又は付帯設備として下水処
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理施設が必要となり、どうしてもシステムが大型化してしまうという課題が存するもので
あった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２０１２－１７０８８０号公報
【特許文献２】特開２０１２－１２５６６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、装置の規模を小型化できると共に、装置の要するエネルギー量と生態系への
影響を低減することが可能な、淡水化処理装置を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の第一の構成は、逆浸透膜によって海水より塩分濃度の低い淡水を得るための淡
水化処理装置であって、海の海水と河川の淡水とが混じる汽水域もしくは汽水湖に設置さ
れ汽水を取水する取水手段と、取水された汽水を昇圧するための昇圧手段と、該取水手段
の設置される場所の汽水の塩分の濃度を計測する塩分濃度計測手段と、逆浸透膜を有し該
昇圧手段が昇圧した汽水を淡水化させる逆浸透膜式淡水化手段と、を備え、該塩分濃度計
測手段が計測した汽水の塩分濃度が予め定められた所定の値より低い場合に該昇圧手段に
より該逆浸透膜式淡水化手段に汽水を送り込むように制御される構成を採用する。
【００１４】
　本発明の第二の構成は、前記塩分濃度計測手段が、前記取水手段の設置される場所の汽
水の電気伝導率を計測する電気伝導率計測手段と、該電気伝導率計測手段により計測され
た電気伝導率と予め定められた所定温度における所定電気伝導率とを比較する判断手段と
、を備え、該電気伝導率計測手段の示す電気伝導率が該所定電気伝導率より低い場合に前
記昇圧手段により前記逆浸透膜式淡水化手段に汽水を送り込む信号を送出するよう制御さ
れる構成を採用し得る。
【００１５】
　本発明の第三の構成は、前記取水手段が移動可能な構成を採用し得る。
【００１６】
　本発明の第四の構成は、前記取水手段の後段に、取水した汽水を貯留するための汽水貯
留手段が備えられている構成を採用し得る。
【００１７】
　本発明の第五の構成は、前記逆浸透膜式淡水化手段の後段に、淡水となった水を貯留す
るための淡水貯留手段が備えられている構成を採用し得る。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、第一の構成を採用することにより、近隣や付帯設備としての下水処理施設が
不要であるため、装置・システム全体の規模を小型化可能になる、という優れた効果を奏
する。
【００１９】
　また、本発明は、第一の構成を採用することにより、海水に比べて低塩分濃度の汽水に
ついてさらに塩分濃度が低い時に昇圧手段を運転するために、逆浸透膜式淡水化手段にお
ける逆浸透膜として脱塩能力の低いものでも使用可能であり、もって昇圧手段をよりエネ
ルギーの消費量が少ない低圧力のものへ置換可能であると共に、逆浸透膜式淡水化手段の
排水する処理排水も生態系へ害を及ぼすことのない程度の塩分濃度とすることが可能にな
る、といった優れた効果を奏する。
【００２０】
　さらに、本発明は、第二の構成を採用した場合に、容易に計測することが可能な汽水の
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電気伝導率で昇圧手段を制御可能となり、それにより装置の簡略化及び小型化が可能にな
る、という優れた効果を奏するものとなる。
【００２１】
　またさらに、本発明は、第三の構成を採用した場合に、取水手段が移動可能であること
から、より塩分濃度が低い場所から取水することが可能になる、という優れた効果を奏す
るものとなる。
【００２２】
　さらにまた、本発明は、第四の構成を採用することにより、取水手段が取水した汽水を
汽水貯留手段により貯留可能であるため、汽水の塩分濃度が高いために取水手段が取水を
行わない場合にも、昇圧手段を運転して汽水貯留手段に貯留された汽水を逆浸透膜式淡水
化手段に送り込むことが可能になると共に、その場合の装置の稼働性能も保証される、と
いった優れた効果を奏するものとなる。
【００２３】
　そしてまた、本発明は、第五の構成を採用することにより、淡水貯留手段が前記逆浸透
膜式淡水化手段により処理され淡水となった水を貯留可能であるため、装置が運転を停止
した場合でも淡水を取り出すことが可能になる、という優れた効果を奏するものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明にかかる汽水淡水化処理装置の実施形態を示す系統図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明にかかる汽水淡水化処理装置１は、逆浸透膜によって海水より塩分濃度の低い淡
水を得るための淡水化処理装置であって、海の海水と河川の淡水とが混じる汽水域もしく
は汽水湖に設置され汽水８を取水する取水手段２と、取水された汽水８を昇圧するための
昇圧手段３と、取水手段２の設置される場所の汽水８の塩分の濃度を計測する塩分濃度計
測手段４と、逆浸透膜を有し昇圧手段３が昇圧した汽水８を淡水化させる逆浸透膜式淡水
化手段５と、を備え、塩分濃度計測手段４が計測した塩分濃度が予め定められた所定の値
より低い場合に、昇圧手段３により逆浸透膜式淡水化手段５に汽水８を送り込むように制
御されることをその最大の特徴とする。
以下、本発明にかかる汽水淡水化処理装置１の実施形態を、図面を用いて各々説明する。
　なお、説明に際し用いられる材料及び素子などは、技術的思想の範囲内で適宜変更する
ことができる。
【００２６】
　はじめに、本発明にかかる汽水淡水化処理装置１の構成要素について説明する。
【００２７】
　汽水淡水化処理装置１は、逆浸透膜によって汽水８より塩分濃度の低い淡水９を得るた
めの淡水化処理装置であって、規模の大小はプラント様であってもいいし、処置能力を抑
え装置を小型のものとして可搬とすることもできる。
【００２８】
　取水手段２は、海の海水と河川の淡水とが混じる汽水域もしくは汽水湖に設置され、汽
水８を取水する目的で備えられる。
【００２９】
　取水手段２は、取水口と無電圧接点入力・有電圧接点入力などでＯＮ・ＯＦＦされるポ
ンプとを備え、汽水８を取水口より該ポンプで揚水する態様などが考え得る。このとき、
塩分濃度計測手段４に備えられた判断手段４ｃの送出する取水動作信号４ｅにより、該ポ
ンプを動作させることが好ましい。
【００３０】
　なお、ここで、取水手段２を移動可能な構成とすることで、取水口をより塩分濃度の低
い汽水域へ移動することが可能となるが、そのためには、前記取水口と前記ポンプとの間
を可撓配管材料とすることなどが考え得る。



(5) JP 5565536 B1 2014.8.6

10

20

30

40

50

【００３１】
　昇圧手段３は、取水された汽水８を昇圧する目的で備えられ、逆浸透膜式淡水化手段５
に昇圧された汽水８を送り込む。
【００３２】
　ここで、昇圧手段３の具体的構成としては、逆浸透膜式淡水化手段５に必要な圧力を得
られるものであれば事足り、例えば高圧ポンプなどが考え得る。
【００３３】
さらに、昇圧手段３の具体的構成について、有電圧接点入力や無電圧接点入力などでＯＮ
・ＯＦＦされ、昇圧動作信号４ｄの送出されている間は昇圧動作させる構成とすることに
より、制御が容易となり好ましい。
【００３４】
　また、逆浸透膜式淡水化手段５の後段に淡水９もしくは処理排水１０のもつ余剰エネル
ギー量を回収する手段を備え、昇圧手段３に該余剰エネルギー量を供給する態様とするこ
とも考え得る。そのような構成とした場合、昇圧手段３の必要エネルギー量を低減するこ
とも可能である。
【００３５】
　塩分濃度計測手段４は、取水手段２によって取水される汽水８の塩分濃度を計測・判断
する目的で備えられ、計測した塩分濃度が予め定められた所定の値より低い場合に、昇圧
手段３により逆浸透膜式淡水化手段５へ汽水８を送り込むように制御される。なお、かか
る塩分濃度計測手段４には、電気伝導率計測手段４ｂと判断手段４ｃとを備える態様が好
ましい。
【００３６】
　電気伝導率計測手段４ｂは、電気伝導率を計測する目的で備えられ、正しく電気伝導率
が計測可能で、判断手段４ｃに正しくそれを送出可能であれば事足りるが、計測端子が常
に汽水８に触れ、且つ取水手段２の取水口付近に該計測端子が存することが好ましい。
【００３７】
　なお、ここで、電気伝導率計測手段４ｂは、通常、取水された汽水８中に含まれる塩分
濃度、すなわち、ナトリウムイオンと塩化物イオンの濃度が高いほどに高い電気伝導率を
示すが、同じ塩分のイオン濃度であっても水温が高くなると指示する電気伝導率が高くな
るため（通常：２％／℃）、「所定温度」のものに補正して指示するものが好ましい。こ
こで、前記「所定温度」は、２５℃のものが一般的であり、さらに好ましい。
【００３８】
　判断手段４ｃを備える第一の目的は、電気伝導率計測手段４ｂの示す補正された補正電
気伝導率と予め定められた所定電気伝導率とを比較することであり、該補正電気伝導率が
該所定電気伝導率より低い場合に、昇圧手段３により逆浸透膜式淡水化手段５へ汽水８を
送り込むための判断手段４ｃの内部的な信号である昇圧可能信号を送出するよう制御され
ていることが好ましい。
【００３９】
　ここで、判断手段４ｃは、計測した塩分濃度が予め定められた所定の値より低い場合に
、前記昇圧可能信号をさらに外部的な信号とした昇圧動作信号４ｄとして昇圧手段３へ有
電圧接点や無電圧接点などで送出する構成が好ましく、昇圧動作信号４ｄは、後述する汽
水貯留手段６に備えられた下限センサー６ｃの反応信号と昇圧可能信号とを論理和（ＯＲ
）もしくは否定論理和（ＮＯＲ）した信号であることがより好ましい。
【００４０】
　さらにここで、判断手段４ｃにおいて予め定められる前記所定電気伝導率は、前述の電
気伝導率計測手段４ｂが補正する目標温度（前記「所定温度」）と同じ温度における電気
伝導率である必要があり、また、該所定電気伝導率は、一般に海水の電気伝導率が水温２
５℃で約５３ｍｓ／ｃｍであることを鑑みると、それ以下に設定する事が好ましく、淡水
化できる量を考慮すると、汽水８の干潮時の塩分濃度と海水の塩分濃度との中間程度の塩
分濃度に換算した値がより好ましく、取水開始の場合と取水停止の場合で若干の値の相違
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をもたせる態様とすることでヒステリシス性をもたせることが可能となり、境界値付近で
のチャタリング防止という観点からはさらに好ましい。
【００４１】
　判断手段４ｃを備える第二の目的は、取水手段２による汽水８の取水開始および停止を
判断することであり、判断手段４ｃは、前記昇圧可能信号が送出されている間で汽水貯留
手段６に備えられた下限センサー６ｃが未反応となった時より上限センサー６ｂが反応す
るまでの間は取水動作信号４ｅを送出するよう制御されることが好ましく、また、下限セ
ンサー６ｃが未反応となった時より、上限センサー６ｂが反応するまでの間に汽水８の電
気伝導率が前記所定電気伝導率より高くなり前記昇圧可能信号の送出が停止された場合は
取水動作信号４ｅの送出を停止するよう制御されることがより好ましく、取水動作信号４
ｅは無電圧接点出力・有電圧接点出力などで送出される態様とすることがさらに好ましい
。
【００４２】
　上述を総合すると、判断手段４ｃは、すなわち、計測した塩分濃度が予め定められた所
定の値より低い場合に取水手段２に取水動作信号４ｅを送出し、取水手段２に汽水８の取
水を開始させ、汽水貯留手段６に汽水８を貯留させると共に、昇圧手段３を昇圧動作信号
４ｄにより動作させ、逆浸透膜式淡水化手段５に汽水８を送り込むようにするものであり
、そのような制御もしくは動作は、マイクロコンピューター、ＦＰＧＡ、ＰＬＤ、ロジッ
クＩＣもしくはアナログＩＣの組合せ、及びＰＬＣ又はそれらの組み合わせなどで構成す
ることが考え得る。
【００４３】
　逆浸透膜式淡水化手段５は、昇圧手段３が昇圧する汽水８を逆浸透膜により淡水化し淡
水９を得る目的で備えられ、汽水８の塩分濃度が高いほど、より細孔の逆浸透膜と該逆浸
透膜に入水する汽水８を高圧とすることを要する。すなわち、汽水８の塩分濃度が高いほ
ど、昇圧手段３の能力とそれを運転させるエネルギー量の消費が高くなるという相関にあ
る。
【００４４】
　ここで、より好ましき構成としては、取水手段２の後段より、逆浸透膜式淡水化手段５
の前段に至るまでの所定中間箇所に、異物、微生物、各種有機物及び各種無機物を分離除
去できる異物分離手段と、スケールの付着を防止するためのｐＨ調整手段とを備えること
も考え得る。これは、逆浸透膜に異物、微生物、各種有機物及び各種無機物が付着し易い
ことと、スケールが付着し易いこととが注意点として挙げられるためである。
【００４５】
　さらにここで、逆浸透膜式淡水化手段５が汽水８を逆浸透膜処理した残りとして排水さ
れ、取水手段２が取水する汽水８より塩分濃度が高くなった処理排水１０の塩分濃度は、
判断手段４ｃにおいて予め定められる前記所定電気伝導率の値をより低い値にさせること
で、より低いものとすることが可能である。
【００４６】
　汽水貯留手段６は、取水した汽水８を貯留する目的で備えられ、所定量を貯留できれば
事足り、そのような物にはプール状、槽状の形態が考え得るが、貯留された汽水８が満水
を示す上限センサー６ｂと貯留された汽水８が少量であることを示す下限センサー６ｃと
を備える構成がより好ましく、いずれのセンサーも正しく汽水８の水位に対し電子・電気
的に反応できるものであれば事足りる。
【００４７】
　淡水貯留手段７は、逆浸透膜式淡水化手段５が汽水８を淡水化処理してできた淡水９を
貯留する目的で備えられ、所定量を貯留できれば事足り、そのような物にはプール状、槽
状の形態が考え得る。
【００４８】
　次に、本発明にかかる汽水淡水化処理装置１の動作態様について説明する。なお、説明
する動作態様としては、上記「課題を解決するための手段」記載の全ての構成を備えた場
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合の実施例とする。
【００４９】
　汽水８の塩分濃度は、一般的な海水の塩分濃度３．５％より通常低く、例えば、多摩川
の河口付近では約１％から約２．４％の間を、大潮・小潮、雨天・晴天に応じてさらにそ
れらの干潮・満潮の間で経時変化する。塩分の濃度は、通常、満潮になると高く、干潮に
なると低いものとなる。
【００５０】
　本発明にかかる汽水淡水化処理装置１は、汽水８を、前記所定電気伝導率以下の電気伝
導率である場合に、汽水貯留手段６に貯留・通過させ、昇圧手段３で高圧に昇圧し、逆浸
透膜式淡水化手段５で淡水化し、得られた淡水９は淡水貯留手段７に貯留すると共に、そ
の余は汽水８に含まれる塩分が濃縮された処理排水１０として排出するものである。
【００５１】
　本発明の第一の動作として、干潮より満潮になるとき、いわゆる「上げ潮」時の動作に
ついて説明する。通常、干潮より満潮へ潮位が変化する時、汽水域の汽水８は、経時的に
塩分濃度が高くなっていく。
【００５２】
　昇圧手段３は、汽水８の塩分濃度が前記所定電気伝導率より低い場合に、判断手段４ｃ
が送出する取水動作信号４ｅを受けて取水手段２により取水され且つ汽水貯留手段６に貯
留された汽水８を、昇圧動作信号４ｄの送出に基づき昇圧して逆浸透膜式淡水化手段５に
送り込むことで、汽水８を淡水９へと処理する動作を行う。
【００５３】
　ここで、汽水貯留手段６が汽水８で満水に近付いたことを検知する上限センサー６ｂの
検知により、判断手段４ｃは取水手段２への取水動作信号４ｅの送出を停止し、それに伴
い取水手段２は汽水８の取水を停止することもあるが、昇圧手段３が逆浸透膜式淡水化手
段５へ汽水８を送り込み続けると、汽水貯留手段６の汽水８が下限センサー６ｃ以下の水
位となって未反応となるため、再び判断手段４ｃが取水手段２への取水動作信号４ｅの送
出を開始することとなって、取水手段２が動作して汽水８を取水する。
【００５４】
　潮位が上昇し、海水がより多く汽水８に含まれるようになると、汽水８の塩分濃度は上
昇するため、塩分濃度計測手段４に備えられた電気伝導率計測手段４ｂの示す前記補正電
気伝導率は上昇し、判断手段４ｃにおいて予め定められた所定電気伝導率よりも高いもの
となり、判断手段４ｃは、前記昇圧可能信号及びそれに関連する取水手段２への取水動作
信号４ｅの送出を停止するが、昇圧動作信号４ｄは、汽水貯留手段６に備えられた下限セ
ンサー６ｃが反応している間、すなわち汽水貯留手段６に所定の水位が存する限りは送出
され続け、昇圧手段３による昇圧動作を継続して汽水８を淡水９へ処理するため動作を続
けさせる。
【００５５】
　ここで、汽水貯留手段６は、汽水８の「貯留」という物理的なバッファーであると共に
、汽水８の塩分濃度が高くなり取水手段２が動作停止となった以降も昇圧手段３を動作可
能とさせるための時間的なバッファーの役目も担うものでもある。
【００５６】
　汽水貯留手段６に貯留された汽水８の水位が低下し、汽水貯留手段６に備えられた下限
センサー６ｃが未反応となると、昇圧手段３は判断手段４ｃの送出する昇圧動作信号４ｄ
の送出停止に伴い昇圧動作を停止させ、汽水８を淡水９へ処理するための動作を停止させ
、以後、汽水８の電気伝導率が前記所定電気伝導率以下となるまでは停止させ続けること
となる。
【００５７】
ここで、昇圧手段３が、判断手段４ｃの送出する昇圧動作信号４ｄの送出停止に伴い、昇
圧動作を停止させ、汽水８を淡水９へ処理するための動作を停止させた場合でも、淡水貯
留手段７に淡水９が貯留されている限りは、装置外部へ淡水９を供給することができる。
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【００５８】
　さらに、取水手段２を移動させ、より汽水８の塩分濃度が低い場所を検索させ、昇圧手
段３による昇圧動作を継続することもでき得る。その場合、汽水貯留手段６は、ここでも
「貯留」という物理的なバッファーであると共により汽水８の塩分濃度が低い場所を検索
している時間の間を動作可能とさせる時間的なバッファーの役目も担うものでもある。
【００５９】
　さらにここで、淡水貯留手段７は、淡水９の「貯留」という物理的なバッファーである
と共に、汽水８の塩分濃度が高くなり昇圧手段３が昇圧動作を停止させ汽水８を淡水９へ
処理するための動作を停止させた以降も、淡水９を装置外部へ供給可能という装置本来の
目的を達成させることができるため、時間的なバッファーの役目も担うものでもある。
【００６０】
　本発明の第二の動作として、満潮より干潮になるとき、いわゆる「下げ潮」時の動作に
ついて説明する。満潮より干潮へ潮位が変化する時、汽水域の汽水８は、経時的に塩分濃
度が低くなっていく。
【００６１】
　昇圧手段３は、汽水８の塩分濃度が前記所定電気伝導率より高い場合は、判断手段４ｃ
が送出する昇圧動作信号４ｄの送出停止に基づき昇圧を停止し、逆浸透膜式淡水化手段５
への汽水８の送り込みが停止して、淡水化処理が停止される。判断手段４ｃは、さらに取
水動作信号４ｅの送出も停止し、取水手段２の動作を停止させる。
【００６２】
　潮位が下降し、汽水８に含まれる海水が減少すると、汽水８の塩分濃度は低くなるため
、塩分濃度計測手段４に備えられた電気伝導率計測手段４ｂの示す前記補正電気伝導率も
低くなり、さらに判断手段４ｃにおいて予め定められた所定電気伝導率よりも低くなった
場合に、判断手段４ｃは、昇圧手段３への昇圧動作信号４ｄ及び取水手段２への取水動作
信号４ｅの送出を開始する。昇圧手段３は、取水動作信号４ｅの送出に基づき取水手段２
によって取水され汽水貯留手段６に貯留された汽水８を昇圧動作信号４ｄの送出に基づき
昇圧し、逆浸透膜式淡水化手段５に送り込んで汽水８を淡水９へと処理するよう動作させ
る。
【００６３】
　ここで、汽水貯留手段６が汽水８で満水に近付いたことを検知する上限センサー６ｂの
検知により、判断手段４ｃは取水手段２への取水動作信号４ｅの送出を停止し、それに伴
い取水手段２は汽水８の取水を停止することもあるが、昇圧手段３が逆浸透膜式淡水化手
段５へ汽水８を送り込み続けると、汽水貯留手段６の汽水８が下限センサー６ｃ以下の水
位となって未反応となるため、再び判断手段４ｃが取水手段２への取水動作信号４ｅの送
出を開始することとなって、取水手段２が動作して汽水８を取水する。
【００６４】
　上述の通り、本発明にかかる汽水淡水化処理装置１は、繰り返される干潮より満潮、満
潮より干潮の潮位変動のうち、満潮付近で汽水８の電気伝導率が前記所定電気伝導率より
高い場合に取水手段２による取水動作を停止していることから、汽水貯留手段６に貯留さ
れている汽水８は常に所定電気伝導率以下となっているため、逆浸透膜式淡水化手段５と
してより粗孔で脱塩力の低い逆浸透膜を使用可能となり、もって昇圧手段３の低圧運転も
可能であって、装置のエネルギー使用量低減が可能となると共に、汽水８に他に淡水を混
合させるための装置を要しないため、装置の小型化も可能となる。
【００６５】
　さらに、本発明にかかる汽水淡水化処理装置１は、前述の第一の動作及び第二の動作の
いずれの動作も、逆浸透膜式淡水化手段５において、取水された汽水８よりも塩分濃度が
高い処理排水１０が排出されることとなるが、汽水域に存命する生物類は海水下で存命可
能であるため、処理排水１０に他に淡水を混合させるための装置を要せずに生態系への影
響は限りなく少なくすることが可能であると共に、装置の小型化も可能となる。
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【産業上の利用可能性】
【００６６】
　本発明は、上記「発明の効果」記載の通り、多くの優れた効果を奏し、多くの実施例と
して採用することが可能である。したがって、本発明における「汽水淡水化処理装置」と
しての産業上の利用可能性は大であると思料する。
【符号の説明】
【００６７】
　１　　汽水淡水化処理装置
　２　　取水手段
　３　　昇圧手段
　４　　塩分濃度計測手段
　４ｂ　電気伝導率計測手段
　４ｃ　判断手段
　４ｄ　昇圧動作信号
　４ｅ　取水動作信号
　５　　逆浸透膜式淡水化手段
　６　　汽水貯留手段
　６ｂ　上限センサー
　６ｃ　下限センサー
　７　　淡水貯留手段
　８　　汽水
　９　　淡水
１０　処理排水
【要約】
【課題】　装置の規模を小型化できると共に、装置の要するエネルギー量と生態系への影
響を低減することが可能な、淡水化処理装置の提案を図る。
【解決手段】　逆浸透膜によって海水より塩分濃度の低い淡水を得るための淡水化処理装
置であって、海の海水と河川の淡水とが混じる汽水域もしくは汽水湖に設置され汽水を取
水する取水手段と、取水された汽水を昇圧するための昇圧手段と、該取水手段の設置され
る場所の汽水の塩分の濃度を計測する塩分濃度計測手段と、逆浸透膜を有し該昇圧手段が
昇圧した汽水を淡水化させる逆浸透膜式淡水化手段と、を備え、前記塩分濃度計測手段が
計測した汽水の塩分濃度が予め定められた所定の値より低い場合に、前記昇圧手段により
前記逆浸透膜式淡水化手段に汽水を送り込むように制御される構成となっている。
【選択図】図１
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